
　

一　

は

じ

め

に

　

本
稿
は
、
平
曲
譜
本
『
平
家
吟 
譜

    

』
を
影
印
刊
行
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。『
平
家
吟
譜
』
は
、
医
者
で
あ
り
茶
人
で

ぎ
ん
ぷ

も
あ
っ
た
岡
村 
玄
川 
（
晴
眼
者
）
が
、
豊
田
雅
一
検
校
な
ど
の
演
誦
教
授
を
も
と
に
し
て
元
文
二
年 （
一
七
三
七
）
に
完
成
し
た
前

げ
ん
せ
ん

田
流
の
譜
本
で
あ
る
が
、
明
治
末
以
降
そ
の
完
本
が
所
在
不
明
と
な
り
、
断
片
の
紹
介
が
い
く
つ
か
あ
る
の
み
で
経
過
し
て
い
た
。

し
か
し
二
○
○
三
年
に
私
は
、
富
山
県
黒
部
市
の
私
立
・
宮
崎
文
庫
記
念
館
蔵
『
平
家
物
語
』
十
二
冊
が
平
曲
譜
本
で
あ
り
、
そ
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鈴　
　

木　
　

孝　
　

庸

祇
園
精
舎
語
り
の
秘
曲
性

　
　
　
　
　
　

―
―
付 
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
『
小
秘
事
』
影
印
―
―

　

私
は
、
平
家
物
語
の
文
章
表
現
の
形
成
（
創
造
）
に
関
わ
る
こ
と
を
、
平
家
語
り
の
具
体
相
で
あ
る
〈
平
曲
／
平
家
琵
琶
〉
と
平
曲
譜
本
を

材
料
に
し
て
考
察
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
中
間
報
告
が
、『
平
曲
と
平
家
物
語
』（ 
部
研
究
叢
書
２ 

二
○
○
七
、
知
泉
書
館
）
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

新
潟
大
学
人
文
学

た
め
の
資
料
（
平
曲
譜
本
、
平
曲
指
南
書
、
當
道
盲
人
関
係
資
料
な
ど
）
調
査
も
併
行
し
、
全
体
的
な
報
告
は
科
研
費
報
告
書
「
平
曲
伝
承
資

料
の
基
礎
的
研
究
」
と
し
て
提
出
し
て
き
た
。
個
別
の
平
曲
譜
本
の
検
討
は
、
豊
川
本
『
平
家
物
語
』、
高
田
図
書
館
蔵
『
琵
琶
平
家
物
語
』、

宮
﨑
文
庫
記
念
館
蔵
『
平
家
物
語
』
な
ど
、
平
曲
指
南
書
は
、
東
大
蔵
『
平
曲
秘
書
』
な
ど
、
當
道
資
料
は
、『
當
道
要
抄
（
當
道
要
集
）』『
當

道
大
記
録
』『
當
道
略
記
』『
當
道
拾
要
録
』『
四
宮
殿
傳
記
』『（
當
道
）
古
式
目
』
な
ど
を
検
討
し
、
い
ず
れ
も
本
文
紹
介
を
行
っ
た
。



の 
墨
譜 
（
音
高
や
声
の
扱
い
方
に
関
す
る
指
示
記
号
）
か
ら
判
断
し
て
『
平
家
吟
譜
』
の
完
本
で
あ
る
と
判
定
し
て
、
村
上
光
徳

は
か
せ

と
と
も
に
『
平
家
吟
譜 
―
宮
﨑
文
庫
記
念
館
蔵 
平
家
物
語
―
』（
二
○
○
七
、 
瑞
木 
書
房
）
と
し
て
刊
行
し
た
。

み
づ
き

　

こ
の
影
印
本
の
解
題
に
、
私
は
現
在
判
明
し
て
い
る
『
吟
譜
』
系
の
譜
本
を
列
挙
し
た
の
だ
が
、
刊
行
後
、
山
口
県
立
山
口
図

書
館
蔵
『
小
秘
事
』
が
、「
武
刕
豊
田
検
校
傳
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
こ
の
譜
本
は
、「
延
喜
聖 
帝 
」
と

（
マ
マ
）

「
祇
園
精
舎
」
の
二
句
だ
け
を
特
別
扱
い
に
し
た
も
の
で
、
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
『
平
家
物
語
』（
一
九
六
○
。
三
省
堂
）
の

譜
本
目
録
に
あ
げ
ら
れ
て
あ
り
、
奥
村
三
雄
の
検
討
（
後
掲
）
も
あ
り
、
一
九
八
六
年
八
月
十
二
日
と
一
九
八
七
年
二
月
十
二
日

に
私
も
現
物
を
調
査
し
撮
影
も
許
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
墨
譜
等
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
『
小
秘
事
』
は
『
吟
譜
』
の
類
で
は
な
く
、
奥
村
も
言
う
よ
う
に
波
多

野
流
の
譜
本
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
従
っ
て
前
記
解
題
の
『
吟
譜
』
系
譜
本
目
録
を
補
訂
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
気
が
付
い
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
。
特
に
平
曲
の

「
秘
事
」
は
、
大
秘
事
三
句
（「 
宗
論 
」「 
剣
之
巻 
」「 
鏡
之
巻 
」）、
小
秘
事
二
句
（「
祇
園
精
舎
」「

し
ゅ
う
ろ
ん 

つ
る
ぎ
の
ま
き 

か
が
み
の
ま
き

 
延
喜
聖
代 
」。
但
し
、
波
多
野

え
ん
ぎ
せ
い
だ
い

流
で
は
「 
善
光
寺
炎
上 
」
を
加
え
て
小
秘
事
を
三
句
と
す
る
）
で
あ
る
が
、
芸
能
伝
授
に
際
し
て
特
別
な
扱
い
が
な
さ
れ
て
来
た
。

ぜ
ん
こ
う
じ
え
ん
し
ょ
う

そ
の
「
秘
」
た
る
所
以
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
、
譜
本
上
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
秘
事
小
秘
事
（
さ
ら
に
は
「
讙
頂
五
句
」
等
も
）
全
体
を
見
渡
し
て
の
検
討
立
論
が

望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
見
通
し
が
立
た
な
い
。
そ
こ
で
手
始
め
に
、
平
曲
小
秘
事
の「
延

喜
聖
代
」「
祇
園
精
舎
」
二
句
の
う
ち
、「
祇
園
精
舎
」
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、「
延
喜
聖
代
」
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
秘

曲
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
本
稿
の
表
題
は
厳
密
に
言
う
な
ら
「
小
秘
事
」
性
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
一
般
的
な
呼
称
と
し
て
「
秘
曲
」
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
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二　

平
家
物
語
の
「
祇
園
精
舎
」

　

本
稿
は
、
平
曲
の
「
祇
園
精
舎
」
を
平
曲
譜
本
を
材
料
に
し
て
検
討
す
る
の
だ
が
、
そ
の
前
に
、
譜
本
で
は
な
く
平
家
物
語
一

般
の
「
祇
園
精
舎
」
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
文
を
概
観
し
た
結
果
、
所
謂
「
広
本
系
」
と
「
略
本
系
」

と
に
大
別
さ
れ
る
よ
う
で
あ 
る
。  「
広
本
系
」
間
で
は
微
妙
な
本
文
異
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、
延
慶
本
の
本
文
を
代
表
的
な
も
の
と

注
１

み
な
し
、「
略
本
系
」
は
福
島
県
歴
史
資
料
館
本
で
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
説
明
の
都
合
上
、
本
文
を
適
宜
句
切
っ
て
○ａ
 

○ｂ
 

○ｃ
 

…
と
し
、
本
文
の
異
な
る
箇
所
（
有
る
か
無
い
か
だ
が
）
は
、　
　
　

で
表
示
し
て
堰
奄
宴
…
と
し
た
。
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○ａ○ｂ○ｃ 　

広
本
系

祇
薗
精
舎   
鐘   
聲　

諸
行
無
常   
響
ア
リ

ノ 

ノ 

ノ

沙
羅
雙
樹   
花   
色　

盛
者 
必
衰    
理 　
 
顕   

ノ 

ノ 

ヒ
ツ
ス
イ 
ノ 

リ
ヲ 

ス

驕 　
 
人   
不
久

レ
ル 

モ

 
一 ラ　

春   
夜   
夢   
尚   
長   

ノ 

ノ 

メ 

ヲ 

シ

 
猛    
者   　

終   　
 
滅    　

偏 　
 
風   
前   
塵   

タ
ケ 
キ 

モ 

ニ 

ホ
ロ
ヒ 
ヌ 

ヘ
ニ 

ノ 

ノ 

ト

不 
留 トマ 
一 ラ

遠   　
 
訪  

ク 

ト
フ
ラ
ヘ 

二  ハ 
異 
朝

イ

 
一  

者
ヲ

秦     
趙 
高　
 
漢    
王 
莽 

ノ 

テ
ウ 

カ
ン 
ノ 

マ
ウ

 
梁     
周
異 　

唐    
禄 
山

リ
ヤ
ウ 
ノ 
シ
ウ
イ 

ノ 
ロ
ク

　

略
本
系

祇
園
精
舍
の
鐘
の
こ
ゑ
、
諸
行
無
常
の
ひ
季
き

あ
り
、

沙
羅
雙
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら

は
す
、

を
こ
れ
る
人
も
久
し
か
ら
す
、
た
ゝ
春
の
夜
の

夢
の
こ
と
し
、

猛
き
も
の
も
遂
に
は
ほ
ろ
ひ
ぬ
、
ひ
と
へ
に
風

の
前
の
塵
に
お
な
し
、

遠
く
異
朝
を
と
ふ
ら
へ
は

秦
の
趙
高
、
漢
の
王
莽
、

梁
の
周
伊
、
唐
の
禄
山
、

　

平
曲
譜
本
（
平
家 
正
節 
）

ま
ぶ
し

 
中
音 
祇
園
精
舍
の
か
ね
の
こ
ゑ　

諸
行
無
常

ち
ゅ
う
お
ん

の
ひ
ゞ
き
有
り 

沙
羅
雙
樹
の
花
の
色　

盛
者
必
衰
の
こ
と
わ
り

を
あ
ら
は
す

初 
重

    

お
ご
れ
る
者
久
し
か
ァ
ら
ず　

た
ゞ
春

し
ょ
じ
ゅ
う

の
夜
の
夢
の
ご
と
し

 
重 
初
重
た
け
き
人
も
終
に
は
亡
び
ぬ  
ひ
と

か
さ
ね

へ
に
風
の
前
の
ち
り
に
同
し

重
初
重
遠
く
異
朝
を
と
ぶ
ら
う
に

秦
の
趙
高　

漢
の
王
莽

梁
の
朱
異　

唐
の
禄
山
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○ｄ○ｅ○ｆ
是
等   
皆

ハ

 
舊
主 
先 
皇     
政 
 　
   
不 
レ 
従  　
 

キ
ウ
シ
ユ 

ク
ワ
ウ 
ノ 
マ
ツ
リ
コ
ト 
ニ
モ 

ズ 

シ
タ 
カ
ハ

　
　
　
　

堰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
民
間     
愁 

ミ
ン
カ
ン 
ノ 
ウ
レ
ヒ

世   
乱   
不 
知   　

シ
カ
ハ

ノ 

ヲ 

ラ

不
メ

レ

久   
シ
テ 　

滅 　
 

ラ 

ニ
キ

近   
尋

ク

 
二 
我
朝

レ

 
一 
者
ヲ

 
承 
平    
將 
門　

天
慶    
純 
友

セ
ウ 

ノ 
マ
サ 

ニ 
ス
ミ

 
康
和     
義
親 　

平
治    
信
頼 

カ
ウ
ワ 
ノ 
ギ
シ
ン 

ニ 
シ
ン
ラ
イ

 
驕    
心    
猛    
事   

ヲ
コ
レ 
ル 

モ 
タ
ケ 
キ 

モ

 
取 
 々　
 
有
ケ 
レ 
ト
モ

ト
リ 

ニ
コ
ソ 

メ

 
遂     
滅    

ツ
イ 
ニ 
ホ
ロ
ヒ 
ニ
キ

縦    
人
事   　
 
詐  
ト
云   

ヒ 

ハ 

イ
ツ
ハ
ル 

ト
モ

　
　

天
道　

詐   
カ
タ
キ
者

リ

 
哉 カ

　
　

王　
 
麗 
ナ
ル　
 
猶 　

如
此

レ
イ 

ナ
ヲ

 
况 

人
臣
位
者　
 
争 
カ
慎   
サ
ル
ヘ
キ

イ
ハ
ン
ヤ 

イ
カ
テ 

マ

間
近   ク

大
政
大
臣　

平
清
盛
入
道　

法
名
浄
海   ト

申   
ケ
ル
人   
有
様

シ 

ノ

傳
承 　
 　

心
モ
詞
モ　

及
ハ
レ
ネ

コ
ソ

是
等
は
み
な

舊
主
先
皇
の
政
に
も
随
は
す
、

た
の
し
み
を
き
は
め
、 
諌
を
も
お
も
ひ
入
す
、

天
下
の
乱
ん
事
を
さ
と
ら
す
し
て

民
間
の
う
れ
ふ
る
所
を
し
ら
す
し
か
は
、

久
し
か
ら
す
し
て
ほ
ろ
ひ
に
し
も
の
と
も
な

り
、

近
く
本
朝
を
う
か
季
ふ
に
、

承
平
の
將
門　

天
慶
の
純
友

康
和
の
義
親　

平
治
の
信
頼

是
等
は　

た
け
き
心
も　

を
こ
れ
る
事
も

皆
と
り
と
り
に
こ
そ
有
し
か

　
　
　

奄　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

宴

　
ち
か
く
は

六
波
羅
の
入
道　

前
大
政
大
臣　

平
朝
臣

清
盛
公
と
申
し
人
の
有
さ
ま
、

傳
へ
承
る
こ
そ　

心
も
こ
と
葉
も
を
よ
は
れ

ね
、

是
等
は
皆

舊
主
先
皇
の
政
に
も　

し
ィ
た
が
は
ず　

た
の

し
み
を
き
わ
め　

い
さ
め
を
も
お
も
ひ
入
れ
ず

天
下
の
乱
れ
ん
事
を
も
さ
と
ら
ず
し
て　

民
間

の
愁
う
る
所
を
し
ら
ざ
つ
し
か
ば

久
し
か
ら
ず
し
ィ
て 
亡
じ
に
し
者
ど
も
な
り

 
位 くら

い 
口
説 
近
く
本
朝
を
う
か
ゝ
う
に 

く
ど
き

承
平
の
將
門　

天
慶
の
純
友

康
和
の
義
親　

平
治
の
信
頼

是
等
は　

お
ご
れ
る
事
も　

た
け
き
心
も

皆
と
り
柿
鈎
な
り
し
か
ど
も

　
　
　

奄　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

宴

　
ま
ぢ
か
く
は

六
は
ら
の
入
道　

前
の
太
政
大
臣　

平
の
朝
臣 

清
盛
公　

と 
下
ケ 
申
し
し
人
の
有
様

傳
へ
う
け
た
ま
は
る
こ
そ　

心
も
こ
と
ば
も
及

ば
れ
ね



 

景5

胸祇園精舎語りの秘曲性

○ｇ
　

○ｈ
彼   
先
祖   
尋 　
 

ノ 

ヲ 

ヌ
レ
ハ

桓
武
天
皇
第
五
皇
子　

一 
品 
式
部
卿

ホ
ン

 
葛 
原
親
王　

九
代
ノ
後
胤

カ
ツ
ラ

讃
岐
守
正
盛 
孫 ソン

形
部
卿
忠
盛
朝
臣　
 
嫡 
男
也

チ
ヤ
ク

彼   
親
王   
御
子
高
見   
王　

無
官
無
位   

ノ 

ノ 

ノ 

ニ

シ
テ
失
給   
ケ
リ

ニ

其
御
子　

高 
望    
親
王   
御
時

モ
チ 
ノ 

ノ

 
寛 
平
二
年
五
月
十
二
日   

ク
ワ
ン 

ニ

初   
平   
朝
臣   
姓   
賜
テ　

上
総
介   

テ 

ノ 

ノ 

ヲ 

ニ

成
給
シ
ヨ
リ
以
来

 
忽 
    
王
氏   
出   　

人
臣    
烈    

タ
チ
マ
チ 
ニ 

ヲ 

テ 

ニ 
ツ
ラ
ナ 
ル

其
子 
鎮
守 
符
将
軍 
良
望  
後 　
 
常
陸   

チ
ン
シ
ユ 

ヨ
シ
モ
チ 

ニ
ハ 

ノ

大
極
國
香   
改   

ト 

ム

國
香 　
 
ヨ
リ

貞
盛　
 
維
衡 　

正 
度 　

正
衡

コ
レ
ヒ
ラ 

ヨ
シ

正
盛    
至    
マ
テ
六
代

ニ 
イ
タ 
ル

諸
國    
受
領 
タ
リ
ト
云   
ト
モ

ノ 
ジ
ユ
リ
ヤ
ウ 

ヘ

未   
殿
上   
仙 
藉    
不 
聴 

タ 

ノ 

シ
ヤ
ク 
ヲ 

ユ
ル
サ 

一 レ

其
先
祖
を
た
つ
ぬ
れ
は
、

桓
武
天
皇
第
五
の
皇
子　

一
品
式
部
卿
葛
原　

親
王　

九
代
の
後 
弼 
、

（
マ
マ
）

讃
岐
守
正
盛
か
孫
、

刑
部
卿
忠
盛
朝
臣
の
嫡
男
な
り
、

彼
親
王
の
御
子　

高
視
王　

無
官
無
位
に
し
て

う
せ
給
ひ
ぬ
、

其
御
子　

高
望
王
の
と
き
、

　
　
　
　

延　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
て
平
の
姓
を
給
て
、
上
総
介
に
な
り
給
し
よ

り忽
に
王
氏
を
い
て
ゝ
人
臣
に
つ
ら
な
る
、

其
子　

鎮
守
府
將
軍
良
茂　

後
に
は
國
香
と
あ

ら
た
む
、

國
香
よ
り

　
　
　
　

怨　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
盛
に
至
る
ま
て　

六
代
は

諸
國
の
受
領
た
り
し
か
ど
も
、

殿
上
の
仙
籍
を
は　

い
ま
た
ゆ
る
さ
れ
す

 
三
重  甲 
其
の
先
祖
を
尋
ぬ
れ
ば

さ
ん
じ
ゅ
う 
こ
う

 
上 
く
わ
ん
武
天
皇
第
ァ
ィ
五
の
皇
子

じ
ょ
う

 
甲 
一
品
式
部
卿 
上 
葛
原
の
親
王　

九
代
の

こ
う後

胤 
下
り 
讃
岐
の
守
正
盛
が
孫

刑
部
卿
忠
盛
の
朝
臣
の
嫡
男
な
り

彼
の
親
王
の
御
子　

高
視
の
王　

無
官
無
位
に 

し
て  
中 
ユ
リ 
う
せ
た
ま
ひ
ぬ

ち
ゅ
う

其
の
御   
子　

高
望
の
王
の
時

ン

　
　
　
　

延　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
て
平
の
姓
を
た
ま
は
つ
て　

上
総
の
介

に
成
給
ひ
し
よ
り
以
来　

忽
ち
に　

王
氏
を 
出

で
て　

人
臣
に
つ
ら
な
る

初
重
其
の
子　

鎮
守
府
の
將
軍
義
茂　

後
に

は
國
香
と
改
む

國
香
よ
り

　
　
　
　

怨　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
盛
に
至
る
ま
で
六
代
は

諸
國
の
受
領
た
り
し
か
ど
も

殿
上
の
仙
籍
を
ば　

い
ま
だ
ゆ
る
さ
れ
ず
。



　

こ
れ
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

○ａ
 
　

第
一
主
題
（
諸
行
無
常
）
第
二
主
題
（
盛
者
必
衰
）
の
比
喩
的
提
示
。　

　

○ｂ
 
　

第
二
主
題
（
盛
者
必
衰
）
の
比
喩
的
補
足
。　

　

○ｃ
 
　

第
二
主
題
の
例
証
。
異
朝
（
中
国
）
の
先
例
を
列
挙
し
儒
教
的
臣
下
論
を
付
加
。

　

○ｄ
 
　

第
二
主
題
の
例
証
。
本
朝
（
日
本
）
の
先
例
を
列
挙
。

　

○ｅ
 
　

第
三
主
題
（
と
い
う
べ
き
か
。
天
道
論
。
君
臣
論
。）
を
提
示
し
儒
教
的
臣
下
論
を
付
加
。

　

○ｆ
 
　

第
二
・
第
三
主
題
に
関
わ
る
（「
歴
史
」
上
の
）
最
近
最
大
の
例
証
と
言
う
べ
き
平
清
盛
の
紹
介
。

　

○ｇ
 
　

系
譜
語
り
の
茨　

―
―　

清
盛
の
出
自
。

　

○ｈ
 
　

系
譜
語
り
の
芋　

―
―　

桓
武
平
氏
の
誕
生
か
ら
清
盛
の
祖
父
・
正
盛
ま
で(  

御
先
祖
の
略
史)  
。　

　
「
主
題
」
が
提
示
さ
れ
「
例
証
」
が
挙
げ
ら
れ
、
平
清
盛
に
集
約
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
物
語
」
が
始
ま
る
。
広
本
系
の
テ
キ
ス

ト
と
略
本
系
の
テ
キ
ス
ト
と
で
は
、
何
カ
所
か
の
出
入
り （
堰
奄
宴
…
）
が
あ
る
。
現
在
の
本
文
研
究
で
は
、
一
方
系
本
文
よ
り
も

延
慶
本
は
古
い
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
を
判
断
す
る
と
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

　

堰　

広
本
系
は
、
堰
が
な
く
て
も
こ
れ
な
り
に
対
句
的
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
。
略
本
系
は
、
対
句
の
変
化
と
認
め
ら
れ
る
。

　

奄　

略
本
系
は
、
○ｃ
 

と
○ｄ
 

の
対
応
（
対
）
が
、
未
完
結
に
な
っ
て
い
る
。（
福
島
本
は
終
止
と
み
る
こ
と
可
能
だ
が
）

　

宴　

広
本
系
は
君
主
（
王
権
）
に
関
わ
る
要
素
あ
り
。
略
本
系
は
要
素
な
し
。　

　

延　

広
本
系
は
記
録
性
あ
り
。
略
本
系
は
後
退
す
る
。

　

怨　

広
本
系
は
丁
寧
な
系
譜
語
り
（
系
譜
語
り
の
本
道
と
い
う
べ
き
か
）。
略
本
系
は
後
退
す 
る
。 

注
２
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す
な
わ
ち
、
堰
は
略
本
系
の
増
補
改
変
、
奄
宴
延
怨
は
略
本
系
の
削
除
省
略
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

平
家
物
語
の
「
祇
園
精
舎
」
の
初
期
段
階
は
、

　
　

イ　

普
遍
的
な
真
理
と
し
て
の
「
諸
行
無
常
観
」
と
、

　
　

ロ　

対
象
を
限
定
す
る
「
盛
者
必
衰
観
」
に
、

　
　

ハ　

儒
教
的
な
「
臣
下
論
」
に
「
君
主
論
」
が
付
加
さ
れ
、

　
　

ニ　

例
証
を
列
挙
し
た
上
で
、
平
清
盛
を
「
主
人
公
」
と
し
て
紹
介
し
、

　
　

ホ　
「
主
人
公
」
の
系
譜
を
確
か
な
事
実
と
し
て
紹
介
す
る
、

で
あ
っ
た
も
の
が
、

　
　

○奄
 
　
「
論
評
性
」
の
後
退　

　
　

○ハ
 
　
「
君
主
論
」
的
傾
向
の
削
除　

　
　

○ホ
 
　
「
系
譜
語
り
」
の
簡
素
化　

に
よ
っ
て
、

　
　

◎　

盛
者
必
衰
観
の
集
約
・
強
調　

　
　

◎　

清
盛
へ
の
集
中
照
射　

と
い
う
傾
向
に
動
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
本
稿
の
前
置
き
で
あ
る
。
平
家
物
語
の
「
祇
園
精
舎
」
を
、
現
在
想
像
し
得
る
古
い
方
か
ら
新
し
い
方
へ
と
そ

の
変
化
を
見
た
の
だ
が
、
こ
の
先
は
、
年
時
の
新
し
い
資
料
か
ら
、
古
い
年
時
の
も
の
を
み
て
、
遡
る
よ
う
な
形
で
見
る
こ
と
に

な
る
。　
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三　

主
要
検
討
対
象
の
確
認
―
―
平
曲
譜
本　

　

こ
の
考
察
で
材
料
と
す
る
平
曲
譜
本
を
紹
介
す
る
。

　

平
曲
譜
本
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
平
家
物
語
の
成
立
が
十
三
世
紀

の
前
半
、
語
り
の
開
始
を
遅
く
見
て
十
三
世
紀
末
と
考
え 
る
と 
、
譜
本
の
成
立
は
約
三
百
年
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。

注
３

　

墨
譜
の
形
、
流
派
に
関
わ
る
記
事
を
も
と
に
、
譜
本
を
分
類
す
る
と
、
流
派
は
波
多
野
流
ま
た
は
前
田
流
で
あ
る
。
ま
た
、
墨

譜
に
よ
る
判
断
を
加
え
る
な
ら
、
古
い
段
階
の
墨
譜
は
、
直
線
の
傾
き
具
合
や
線
の
曲
が
り
具
合
に
よ
っ
て
こ
と
ば
の
抑
揚
や
、

一
音
一
音
の
旋
律
的
な
動
か
し
具
合
（ 
節
回 
し
）
を
表
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
新
し
い
墨
譜
は
、
抑
揚
・
節
回
し
を
、
文
字
な

ふ
し
ま
わ

い
し
文
字
的
な
記
号
に
よ
っ
て
表
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
譜
本
群
の
代
表
的
な
譜
本
を
次
に
あ
げ
る
。
○あ
 

と
○く
 

以
外
は
、
一
応
『
平
家
物
語
』
の
本
文
が
一
通
り
揃
っ
て
い

る
。

　
　

○　

年
記
の
あ
る
も
の
と
し
て
最
古
の
譜
本　

…
高
橋
貞
一
旧
蔵
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
書
写
本
。

　
　
　

た
だ
し
五
句
（
火
燧
合
戦
、
忠
度
都
落
、
青
山
、
福
原
落
、
宇
佐
行
幸
）
の
み
。
前
田
流
譜
本
。
…
「
祇
園
精
舎
」
な
し
。

　
　

○　
『 
秦
音
曲
鈔
 』
…
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
の
跋
文
あ
り
。
波
多
野
流
譜
本
。

（
し
ん
お
ん
き
ょ
く
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
「
祇
園
精
舎
」
は
本
文
の
み
で
、
曲
節
・
墨
譜
な
し
。

　

○あ
 
　
『
小
秘
事
』（ 
口
図
書
館
蔵 

山
口
県
立
山

）　

…
「
延
喜
聖 
帝 
」
と
「
祇
園
精
舎
」
の
二
句
の
み
。
波
多
野
流
譜
本
。

（
マ
マ
）

　

○い
 
　
『
平
家 
吟
譜 
』（

ぎ
ん
ぷ

 
館
蔵
平
家
物
語 
）　

…
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
の
奥
書
あ
り
。
前
田
流
譜
本
。

宮
﨑
文
庫
記
念

　
　

○　
　
『
平
家
吟
譜
』
…
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
成
立
ら
し
い
が
、
完
本
現
存
せ
ず 
。　
    　
注
４

　

○う
 
　
『
平
曲
吟
譜　

灌
頂
巻
』（ 
図
書
館
蔵 
） 
前
田
流
譜
本
。　

…
「
祇
園
精
舎
」
あ
り
。

青
森
県
立
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○　
『
平
家
物
語
』　

波
多
野
流
譜
本　

…
東
大
国
語
研
究
室
本
は
、
明
和
六
、
七
年
（
一
七
六
九
〜
七
○
）
書
写
。

　

○え
 
　
『
秦
野
流　

小
秘
事
』（ 
家
本 
）　

…
「
祇
園
精
舎
」「
善
光
寺
炎
上
」「
延
喜
聖
代
」
の
三
句
。　

奥
村

　

○お
 
　
『
波
多
野
流　

小
秘
事
』（ 
合
資
料
館
蔵 
）　

…
「
祇
園
精
舎
」「
善
光
寺
炎
上
」「
延
喜
聖
代
」
の
三
句
。

京
都
府
立
総

　

○か
 
　
『
平
家
物
語
』（
博 
物
館
蔵

      

）  
豊
川
勾
當
所
持
本　

…
こ
の
系
統
の
譜
本
の
成
立
年
時
は
不
明
。
墨
譜
の
形
が
正
節
に
近
い
こ

早
大
、演
劇

と
と
、
正
節
譜
が
後
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
正
節
譜
よ
り
先

行
す
る
譜
本
と
み
て
、
こ
の
位
置
に
し
た
。
前
田
流
譜
本
。

　

○き
 
　
『
平
家 
正
節 
』
…
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
成
立
。　

前
田
流
譜
本
。

ま
ぶ
し

　
　

○　
『
平
語 
小

曲
 』…
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
刊
。
…
聞
か
せ
ど
こ
ろ
を
抜
粋
し
た
も
の
。
前
田
流
譜
本
。「
祇
園
精

（
し
ょ
う
き
ょ
く
）

舎
」
な
し
。

　

○く
 
　
『
平
家
物
語　

前
田
流
』（
大
 
学
蔵

     

）
…
成
立
年
時
不
明
。
墨
譜
の
形
か
ら
推
測
し
て
、
初
期
の
譜
本
か
。

昭
和
女
子

　

以
下
の
考
察
で
は
、
こ
こ
に
あ
げ
た　

○あ
 

○い
 

○う
 

○え
 

○お
 

○か
 

○き
 

○く
 
　

を
材
料
と
す
る
。
し
か
し
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
平
曲
は
、
○き
 

の
『
平
家 
正
節 
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
墨
譜
の
意
味
も
『
平
家
正
節
』
に
よ
ら
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
従
っ
て
、
ま
ず
は

ま
ぶ
し

『
平
家
正
節
』
の
「
祇
園
精
舎
」
を
紹
介
し
、
問
題
の
所
在
を
提
示
し
た
い
。

四　

『
平
家
正
節
』「
祇
園
精
舎
」
の
テ
キ
ス
ト
と
曲
節　

　
『
平
家
正
節
』
の
「
祇
園
精
舎
」
の
テ
キ
ス
ト
と 
曲
節 
付
け
は
、
前
掲
の
広
本
系
と
略
本
系
の
「
祇
園
精
舎
」
の
対
照
表
の
下
段

ふ

し

に
紹
介
し
て
あ
る
。
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・
テ
キ
ス
ト
は
、
略
本
系
の
テ
キ
ス
ト
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。　

　

・
曲
節　
 「
旋
律
型
」と
も
言
わ
れ
る
。 

の
名
称
だ
け
を
、
改
め
て
取
り
出
し
て
み
る
と
、

 
                 
           
。

　
　
〈 
中
音 
〉
―
〈 
初
重 
〉
―
〈 
重 
初
重
〉
―
〈
重
初
重
〉
―
〈 
位  
口
説 
〉
―
〈

ち
ゅ
う
お
ん 

し
ょ
じ
ゅ
う 

か
さ
ね 

く
ら
い 
く
ど
き

 
下
ケ 
さ

げ

〉
―
〈 
三
重 
〉
―
〈

さ
ん
じ
ゅ
う

 
下
り 
〉
―
〈
初
重
〉

く
だ
り

で
あ
る
。

　

・
曲
節
の
配
分
が
、
テ
キ
ス
ト
の
小
さ
な
ま
と
ま
り
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
細
部
に
こ
だ
わ
っ
て
言
う
な
ら
ば
、

　
　
　

○甲
 
　

主
題
提
示
と
例
証
の
部
分
と

　
　
　

○乙
 
　

系
譜
語
り
の
部
分
と
で
、

　
　

対
応
関
係
に
変
化
が
あ
り
、
○甲
 

の
方
が
テ
キ
ス
ト
と
の
密
着
度
が
強
い
。

　

○ａ
 
　
〈
中
音
〉　　
　
　
　
　

第
一
主
題
（
諸
行
無
常
）
第
二
主
題
（
盛
者
必
衰
）
の
提
示
。　

　

○ｂ
 
　
〈
初
重
〉〈
重
初
重
〉　
 

第
二
主
題
（
盛
者
必
衰
）
の
補
足
。　

　

○ｃ
 
　
〈
重
初
重
〉　　
　
　
　

第
二
主
題
の
例
証
。
異
朝
（
中
国
）
の
先
例
を
列
挙
し
儒
教
的
臣
下
論
を
付
加
。

　

○ｄ
 
　
〈
位
口
説
〉　　
　
　
　

第
二
主
題
の
例
証
。
本
朝
（
日
本
）
の
先
例
を
列
挙
。

　

○ｆ
 
　
　

…
〈
下
ケ
〉　　
　
 

第
二
に
関
わ
る
最
近
最
大
の
例
証
。
平
清
盛
の
紹
介
。

　

○ｇ
 
　
〈
三
重
〉〈
下
り
〉　　
 

系
譜
語
り
の
茨　

―
―　

清
盛
の
出
自
。

　

○ｈ
 
　
　

…
〈
初
重
〉　　
　
 

系
譜
語
り
の
芋　

―
―　

桓
武
平
氏
の
誕
生
か
ら
清
盛
の
祖
父
・
正
盛
ま
で
（
御
先
祖
の
略
史
）。

　

な
お
、
前
掲　

○あ
 

〜
○く
 
　

の
諸
譜
本
の
祇
園
精
舎
の
テ
キ
ス
ト
は
、
す
べ
て
同
一
と
み
て
よ
い
。
こ
の
先
は
、
テ
キ
ス
ト
の
問

題
で
は
な
く
曲
節
と
墨
譜
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
な
る
。　
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五　

『
平
家
正
節
』「
祇
園
精
舎
」
の
特
徴
と
問
題
点　

　
「
祇
園
精
舎
」
は
、
平
曲
の
伝
授
に
際
し
て
特
別
扱
い
（
秘
伝
）
の
一
句
で
あ
る
。「
小
秘
事
」
と
称
さ
れ
る
。
内
容
的
に
重
大

な
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
、
秘
伝
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
が
、
音
楽
的
に
も
特
別
な
も
の
が
あ
る
。

　

臼　

語
り
出
し
の
曲
節
が
〈
中
音
〉
で
あ
る
。　

　

渦　
〈
中
音
〉
を
構
成
す
る
小
部
分
の
一
ノ
声
、
二
ノ
声
、
中
ユ
リ
の
配
分
と
表
現
に
特
徴
が
あ
る
。

　

嘘　
〈
初
重
〉
―
〈
重
初
重
〉
―
〈
重
初
重
〉
と
、
同
じ
曲
節
が
連
続
す
る
。

　

唄　
〈
口
説
〉
も
特
別
な
〈
位
口
説
〉
で
あ
る
。　

　

右
の
四
点
の
特
色
は
、
他
の
平
曲
一
般
と
異
な
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

　
『
平
家
正
節
』
の
引
用
に
際
し
て
、
墨
譜
の
表
示
は
、
西
川
企
画
・
西
川
勉
氏
作
成
の
も
の
に
よ
っ
た
。

　

臼
に
つ
い
て
。
…
『
平
家
正
節
』
は
『
平
家
物
語
』
を
二
百
に
句
切
っ
て
語
る
の
だ
が
、
語
り
だ
し
の
原
則
は
〈
口
説
〉
で
あ

る
。
一
八
七
句
が
〈
口
説
〉
か
ら
。〈
中
音
〉
を
開
始
曲
節
と
す
る
の
は
一
○
句
。〈 
拾 
〉
が
二
句
。〈
初
重
〉

ひ
ろ
い

が
一
句
。

　

渦
に
つ
い
て
。
…
〈
中
音
〉
は
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た
感
慨
を
表
現
す
る
時
に
使
わ
れ
る
、
韻
律
文
的
な
も
の
か
ら
散
文
的
な
も

の
ま
で
幅
広
く
扱
う
こ
と
の
で
き
る
曲
節
で
あ
る
。　
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中
音　

雪
は
野
原
を
埋
め
ど
も　

老
た
る
馬
ぞ
道
は
知
る
と
云
た
め
し
有
と
て

　
　
　
　
　

白
あ
し
毛
な
る
老
馬
に　

鏡
鞍
置　

白
轡
は
げ　

手
綱
結
ん
で
打
掛

　
　
　
　
　

先
に
追
ッ
立
て　

い
ま
だ
知
ら
ぬ
深
山
へ
こ
そ　

入
た
ま
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

中
音　

桜
は
咲   
て
七
ケ
日
に
散
を　

名
残
を
お
し
み　

天
照
御   
神
に
祈
り
申
さ
れ
け
れ
ば
に
や

イ 

ン

　
　
　
　
　

三
七
日
ま
で　

名
残
あ
り　

中
ユ
リ　

け
り

　
　
　
　
　

君
も
賢
王
に
て
ま
し
ま
せ
ば　

神
も
神
徳
を　

耀
か
し

　
　
　
　
　

花
も
こ
ゝ
ろ
あ
り
け
れ
は　

久
し
く
よ
は
ひ
を　

保
け
り

　

右
に
挙
げ
た
例
の
よ
う
に
、「
あ
る
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
韻
律
文
的
な
文
章
」
の
前
半
部
分
を
、
小
部
分
（
文
節
的
）
で
一
息
つ

く
よ
う
な
形
で
、
一
の
声
（ 

）、
二
ノ
声
（ 

）
の
順
で
、
そ
し
て
時
に
は
中
ユ
リ
（ 

）
が
配
置
さ
れ
る
の
が
、〈
中

音
〉
の
基
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
各
文
節
末
尾
の
二
音
字
を
発
声
す
る
時
に
は
、（
通
例
は
声
と
琵
琶
を
同
時
に
は
演
奏
し
な

い
の
だ
が
）
琵
琶
も
、
ほ
ぼ
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
一
ノ
声
の
手
、
二
ノ
声
の
手
、
中
ユ
リ
の
手
を
弾
く
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
祇
園
精
舎
」
の
〈
中
音
〉
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。　
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中
音　

祇
園
精
舍
の
か
ね
の
こ
ゑ　

諸
行
無
常
の
ひ
ゞ
き
有
り  

　
　
　
　
　

沙
羅
雙
樹
の
花
の
色　

盛
者
必
衰
の
こ
と
わ
り
を
あ
ら
は
す

　
「
か
ね
の
こ
ゑ
」
が
二
ノ
声
、「
ひ
ゞ
き
有
り
」
が
中
ユ
リ
で
あ
る
が
、

　

渦
―
１　

最
初
の
一
節
が
一
ノ
声
で
は
な
く
、
二
ノ
声
で
あ
る
こ
と
。

　

渦
―
２　

中
ユ
リ
の
墨
譜
が
、
通
例
は 
「 

」
だ
が
、「 

」
と
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

渦
―
３　
「
ゑ
」
と
「
り
」
に
は
墨
譜
（ 

）
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

渦
―
４　
（ 
な
い
が
、口
伝
と
し
て 
）
二
ノ
声
、
中
ユ
リ
の
琵
琶
の
手
は
、
こ
の
二
音
字
の
発
声
が
終
わ
っ
て
か
ら
弾
く
こ
と
に
な
っ
て

譜
本
に
は
明
記
さ
れ
て
い

い
る
。　

　

通
常
の
平
曲
と
は
異
な
り
、
と
り
わ
け
荘
重
に
語
る
よ
う
に
と
の
ね
ら
い
に
よ
る
節
付
け
の
改
変
・
付
加
と
考
え
ら
れ
る
。

　

嘘　

平
曲
で
は
、
一
句
の
中
で
、
同
じ
曲
節
が
連
続
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、〈
初
重
〉
だ
け
は
、
例
外
的
に
連
続
す
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
二
番
目
以
降
の
〈
初
重
〉
を
〈
重
初
重
〉
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
例
は
少
な
い
。

　

唄　
〈
位
口
説
〉
は
、
特
別
な
（
心
構
え
を
要
求
さ
れ
る
）
表
現
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
譜
本
に
表　

さ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、〈
口
説
〉
の
墨
譜
の
基
本
は
「 

」
で
あ
る
の
に
対
し
、「
祇
園
精
舎
」
の
〈
位
口
説
〉
の

墨
譜
は
、
さ
ら
に
「 

」「 

」「 

」
が
加
わ
る
の
で
あ
る
。
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位
口
説　

近
く
本
朝
を
う
か
ゝ
う
に　

承
平
の
將
門　

天
慶
の
純
友　

康
和
の
義
親　

平
治
の
信
頼

　
　
　
　
　
　

是
等
は　

お
ご
れ
る
事
も　

た
け
き
心
も　

皆
と
り
柿
鈎
な
り
し
か
ど
も

　
　
　
　
　
　

ま
ぢ
か
く
は　

六
は
ら
の
入
道　

前
の
太
政
大
臣　

平
の
朝
臣　

清
盛
公
と

　

以
上
の
四
点
が
、『
平
家
正
節
』
の
「
祇
園
精
舎
」
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
着
眼
点
と
し
て
、
他
の
平
曲
譜
本
の
「
祇
園
精

舎
」
で
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
の
比
較
検
討
に
進
む
こ
と
に
す
る
。

　

改
め
て
、
特
徴
を
あ
げ
て
お
く
。

　

臼　

語
り
出
し
の
曲
節
が
〈
中
音
〉
で
あ
る
こ
と
。

　

渦　
〈
中
音
〉
を
構
成
す
る
小
部
分
の
一
ノ
声
、
二
ノ
声
、
中
ユ
リ
の
配
分
と
表
現
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
。

　
　

渦
―
１　

最
初
の
一
節
が
一
ノ
声
で
は
な
く
、
二
ノ
声
で
あ
る
こ
と
。

　
　

渦
―
２　

中
ユ
リ
の
墨
譜
が
、
通
例
は 
「 

」
だ
が
、「 

」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　
　

渦
―
３　
「
ゑ
」
と
「
り
」
に
は
墨
譜
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　

渦
―
４　
（ 
な
い
が
、口
伝
と
し
て 
）
二
ノ
声
、
中
ユ
リ
の
琵
琶
の
手
は
、
こ
の
二
音
字
の
発
声
が
終
わ
っ
て
か
ら
弾
く
こ
と
に
な
っ

譜
本
に
は
明
記
さ
れ
て
い

て
い
る
こ
と
。

　

嘘　
〈
初
重
〉
―
〈
重
初
重
〉
―
〈
重
初
重
〉
と
、
同
じ
曲
節
が
連
続
す
る
こ
と
。

　

唄　
〈
口
説
〉
も
特
別
な
〈
位
口
説
〉
で
あ
る
こ
と
。

景14

人文科学研究　第124輯胸



　

六　

平
曲
譜
本
―
諸
本
の
「
祇
園
精
舎
」

　

こ
こ
で
検
討
す
る
諸
本
を
、
改
め
て
列
挙
す
る
。　

　

○あ
 
　
『
小
秘
事
』（ 
口
図
書
館
蔵 
）

山
口
県
立
山

　

○い
 
　
『
平
家 
吟
譜 
』（

ぎ
ん
ぷ

 
館
蔵
平
家
物
語 
）

宮
﨑
文
庫
記
念

　

○う
 
　
『
平
曲
吟
譜　

灌
頂
卷
』（ 
図
書
館
蔵 
）

青
森
県
立

　

○え
 
　
『
秦
野
流　

小
秘
事
』（ 
家
本 
）
奥
村

　

○お
 
　
『
波
多
野
流　

小
秘
事
』（ 
合
資
料
館
蔵 
）

京
都
府
立
総

　

○か
 
　
『
平
家
物
語
』（
博 
物
館
蔵

      

）

早
大
、演
劇

　

○き
 
　
『
平
家 
正
節 
』　

←
こ
の
譜
本
が
検
討
の
基
点
に
な
っ
て
い
る
。　

ま
ぶ
し

　

○く
 
　
『
平
家
物
語　

前
田
流
』（
大
 
学
蔵

     

）

昭
和
女
子

　

結
果
を
そ
れ
ぞ
れ
の
譜
本
に
つ
い
て
記
す
。　

　

○あ
 
　

臼
…
〈
中
音
〉
で
開
始
。
渦
―
１
…
二
ノ
声
か
。
渦
―
２
…
通
例
の
中
ユ
リ
。
渦
―
３
…
付
加
あ
り
。
渦
―
４
…
不
明
。

　
　
　

嘘
…
曲
節
を
重
ね
ず
、
一
つ
の
〈
初
重
〉
で
。
唄
…
通
例
の
〈
口
説
〉。
※
（
補
記
）
…
こ
の
譜
本
は
「
…
。
夢
の
こ
と

し
。
偏
へ
に
。
風
の
前
の
。
塵
に
同
し
。
猛
き
人
も
。
遂
に
は
滅
ひ
ぬ
。
遠
く
…
」
と
テ
キ
ス
ト
に
混
乱
が
あ
る
。　

　

○い
 
　

臼
…
〈
中
音
〉
で
開
始
。
渦
―
１
…
一
ノ
声
。
渦
―
２
…
通
例
の
中
ユ
リ
。
渦
―
３
…
付
加
な
し
。
渦
―
４
…
不
明
。
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嘘
…
曲
節
を
重
ね
ず
、
一
つ
の
〈
初
重
〉
で
。
唄
…
〈 
口
ト
キ 
〉
と
あ
る
が
墨
譜
の
種
類
は
多
い
。

く

ど

き

　

○う
 
　

臼
…
〈
中
音
〉
で
開
始
。
渦
―
１
…
一
ノ
声
か
。
渦
―
２
…
中
ユ
リ
。
但
し
正
節
と
同
様
。
渦
―
３
…
付
加
な
し
。

　
　
　

渦
―
４
…
不
明
。
嘘
…
曲
節
を
重
ね
ず
、
一
つ
の
〈
初
重
〉
で
。
唄
…
〈 
詢 
〉
と
あ
る
が
墨
譜
の
種
類
は
多
い
。

く
ど
き

　

○え
 
　

臼
…
〈
中
音
〉
で
開
始
。
渦
―
１
…
一
ノ
声
。
渦
―
二
ノ
声
。
渦
―
３
…
付
加
な
し
。
渦
―
４
…
不
明
。
嘘
…
曲
節
を
重

ね
ず
、
一
つ
の
〈
初
重
〉
で
。
但
し
、「
遠
く
異
朝
を
…
」
か
ら
。
唄
…
通
例
の
〈
口
説
〉。　

　

○お
 
　

臼
…
〈
中
音
〉
で
開
始
。
渦
―
１
…
一
ノ
声
。
渦
―
二
ノ
声
。
渦
―
３
…
付
加
な
し
。
渦
―
４
…
不
明
。
嘘
…
曲
節
を
重

ね
ず
、
一
つ
の
〈
初
重
〉
で
。
但
し
、「
遠
く
異
朝
を
…
」
か
ら
。
唄
…
通
例
の
〈 
ク
ト
キ 
〉。　

口

説

　

○か
 
　
（
始
め
か
ら
「
…
天
下
の
み
だ
れ
ん
事
を
も
悟
ら
」
ま
で
譜
記
が
あ
る
）　

　
　
　

臼
…
〈
中
音
〉
で
開
始
。
渦
―
１
…
一
ノ
声
。
渦
―
２
…
中
ユ
リ
。
但
し
正
節
と
同
様
。
渦
―
３
…
付
加
な
し
。

　
　
　

渦
―
４
…
不
明
。
③
…
正
節
と
同
様
か
。
④
…
不
明
。　

　

○く
 
　

臼
…
〈
中
（
中
音
）〉
で
開
始
。
渦
―
１
…
一
ノ
声
。
渦
―
２
…
中
ユ
リ
。
渦
―
３
…
付
加
な
し
。
渦
―
４
…
不
明
。

　
　
　

嘘
…
曲
節
を
重
ね
ず
、
一
つ
の
〈
初
重
〉
で
。
唄
…
〈 
口 
〉
と
あ
る
が
墨
譜
の
種
類
は
多
い
。

口
説

　

右
を
表
示
す
る
。
正
節
を
○
印
に
し
て
、
こ
れ
と
同
様
を
○
と
し
、
違
う
も
の
を
●
で
表
示
し
た
。
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○あ
 

○い
 

○う
 

臼○〇〇

渦
―
１

○●●

渦
―
２

●●〇

渦
―
３

○●●

渦
―
４

？？？

嘘●●●

唄●○○



　

七　

考
察
メ
モ　

　

以
上
の
平
曲
譜
本
の
比
較
か
ら
得
ら
れ
る
こ
と
が
ら
を
記
す
。

　
　
〈
中
音
〉
か
ら
始
ま
る
の
は
、
流
派
の
別
、
譜
本
の
新
旧
を
問
わ
ず
共
通
で
あ
る
。　

01
　
　
〈
初
重
〉
を
三
つ
に
分
け
て
〈
初
重
〉
―
〈
重
初
重
〉
―
〈
重
初
重
〉
と
す
る
の
は
、
正
節
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
正
節
独
自

02
の
処
理
と
言
え
る
か
。

　
　

前
掲
対
照
表
の
○ｂ
 

○ｃ
 

を
〈
初
重
〉
で
扱
う
の
が
大
半
だ
が
、
波
多
野
流
の
（
奥
村
に
従
え
ば
）
後
代
的
な
譜
本
で
は
、
○ｂ
 

は

03
最
初
の
〈
中
音
〉
の
中
に
含
ま
れ
、
○ｃ
 

か
ら
〈
初
重
〉
で
あ
る
。
…
…
波
多
野
流
は
、
本
文
の
形
・
内
容
に
、
他
譜
本
よ
り
も

密
着
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　

冒
頭
の
〈
中
音
〉
に
関
し
て
。
一
ノ
声
、
二
ノ
声
、
中
ユ
リ
の
扱
い
方
に
、
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
違
い
は
、

04
流
派
に
よ
る
違
い
と
は
言
え
な
い
。
新
旧
に
関
わ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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○え
 

○お
 

○か
 

○き
 

○く
 

〇〇〇
〇

〇

●●●
〇

●

●●〇
〇

●

●●●
〇

●

？？？
〇

？

●●○
〇

●

●●？
〇

○



　
　
〈
口
説
〉
か
〈
位
口
説
〉
か
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
正
節
だ
け
が
独
自
の
名
称
を
立
て
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

05
墨
譜
で
判
断
す
る
と
、〈
位
口
説
〉
的
な
も
の
と
通
常
の
〈
口
説
〉
と
に
分
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。〈
位
口
説
〉
な
い
し
〈
位
口

説
〉
的
な
も
の
は
、
後
代
的
と
言
え
る
だ
ろ
う
。　

　

八　

お
わ
り
に　

　

本
稿
は
「
祇
園
精
舎
」
が
「
小
秘
事
」
と
い
う
秘
曲
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
と
ば
と
音
楽
の
二
つ
の
観
点

か
ら
検
討
し
た
。
広
本
系
の
テ
キ
ス
ト
と
略
本
系
の
テ
キ
ス
ト
の
違
い
に
つ
い
て
、
音
楽
的
な
要
因
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
は
遺
憾
だ
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
〈
語
り
〉
は
、
古
い
段
階
を
探
り
う
る
と
こ
ろ
で
は
、
テ
キ
ス
ト
と

し
て
は
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

音
楽
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、『
平
家
正
節
』
と
現
存
の
平
曲
を
も
と
に
し
て
問
題
点
を
探
り
、
他
の
平
曲
譜
本
を
照
合
す
る
と

い
う
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
祇
園
精
舎
」
の
〈
語
り
〉
を
曲
節
の
構
成(  

組
み
合
わ
せ)  

と
い
う
観
点
で
見
る

と
、
古
い
段
階
の
譜
本
で
も
、
揃
っ
て
〈
中
音
〉
を
語
り
だ
し
と
す
る
点
で
は
、
古
く
か
ら
特
別
な
曲
節
の
構
成
で
語
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
古
い
段
階
の
「
祇
園
精
舎
」
の
〈
中
音
〉
は
、
一
般
の
平
曲
と
同
様
の
〈
中
音
〉
で
あ
り
、
節
回
し
に

特
別
の
も
の
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。「
祇
園
精
舎
」
の
〈
中
音
〉
の
特
別
な
性
格(  

秘
曲
性)  

は
、
平
曲
譜
本
を
も
と

に
し
た
歴
史
的
な
把
握
で
言
え
ば
、
新
し
い
段
階
の
譜
本
に
な
っ
て
、
曲
節
の
内
部
を
変
化
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。　

　

も
う
一
度
言
い
直
せ
ば
、「
祇
園
精
舎
」
が
〈
小
秘
事
〉
と
扱
わ
れ
る
こ
と
に
は
、
も
と
も
と
は
「
祇
園
精
舎
」
の
文
章
の
内

容
・
格
調
に
関
わ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
祇
園
精
舎
」
の
〈
語
り
〉
の
節
回
し
そ
の
も
の
に
秘
伝
的
な
要
素
は
な
か
っ
た
の
だ

が
、
後
に
、
細
部
に
音
楽
的
に
複
雑
な
も
の
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。　
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山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
『
小
秘
事
』

　

こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
奥
村
三
雄
の
紹
介
検
討
が
あ
る
。

　

・「
山
口
県
立
図
書
館
本
『
小
秘
事
』」（『
平
曲
譜
本
の
研
究
』
一
九
八
一
年
。
桜
楓
社
）
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付
記　

本
稿
は
、
人
文
学
部
「
表
現
文
化
研
究
会
」（
二
○
○
九
年
一
月
三
十
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
、
お
よ
び
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
・
基
盤

研
究
（
Ｃ
）「
京
都
当
道
座
奥
村
家
関
連
資
料
の
総
合
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
会
（
二
○
○
九
年
二
月
十
九
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て

い
る
。
佐
々
木
充
氏
、
高
木
裕
氏
、
駒
形
千
夏
氏
、
楊
夫
高
氏
、
岡
田
三
津
子
氏
、
櫻
井
陽
子
氏
よ
り
御
意
見
を
頂
戴
し
た
。
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

　
　

ま
た
、
本
稿
は
平
成
二
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
平
曲
伝
承
資
料
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
も
あ

る
。

注
１　

記
事
量
の
多
い
少
な
い
に
よ
っ
て
諸
本
を
分
類
す
る
「
広
本
」「
略
本
」
の
呼
称
は
、
平
家
物
語
諸
本
の
検
討
に
有
効
か
ど
う
か
議
論
は
尽
く

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
私
は
、
少
な
く
と
も
「
祇
園
精
舎
」
の
テ
キ
ス
ト
が
、
大
き
く
み
て
二
種
に
分
か
れ
る
と
判
断
し
た
の
で
、
便
宜
的

に
こ
の
呼
称
を
用
い
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
諸
本
系
統
論
や
古
態
論
に
進
も
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。

注
２　

但
し
、
八
坂
系
本
文
は
、
こ
の
ｖ
部
分
の
人
名
列
挙
は
広
本
系
と
同
様
。
広
本
系
と
略
本
系
の
中
間
的
な
形
で
あ
る
。

注
３　

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
藤
原
定
家
書
写
『
平
兵
部
卿
記
』
紙
背
文
書
、
語
り
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、『
普
通
唱
導
集
』
の
記
事
を
参
考
に
し

た
。

注
４　

○い
 

の
『
平
家
吟
譜
』
と
、
そ
の
次
に
あ
げ
た
○
『
平
家
吟
譜
』
と
の
関
係
は
紛
ら
わ
し
い
が
、
○い
 

は
外
題
内
題
と
も
に
「
平
家
物
語
」
と
あ
る
譜

本
を
『
平
家
吟
譜
』
と
判
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
○
『
平
家
吟
譜
』
の
原
稿
的
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
厳
密
に
言
え
ば
、「
平
家
吟
譜
」

の
書
名
を
も
つ
譜
本
の
完
本
は
、
現
在
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。



　

・「
平
曲
の
小
秘
事
―
山
口
県
立
図
書
館
本
を
中
心
に
―
」（
九
州
大
学
「
文
學
研
究
」
第
八
十
輯
。
一
九
八
三
年
二
月
）

　

・「
波
多
野
流
古
譜
本
―
山
口
本
小
秘
事
を
中
心
に
―
」（『
波
多
野
流
平
曲
譜
本
の
研
究　

付 
影
印
本 
』 一
九
八
六
年
。
勉
誠
社
）

秦
音
曲
鈔

　

こ
の
書
は
、
奥
村
が
影
印
で
刊
行
紹
介
し
た
山
口
図
書
館
の
『
秦
音
曲
鈔
』
の
ツ
レ
に
な
る
譜
本
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
奥

村
は
こ
の
書
の
重
要
性
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
な
ぜ
か
影
印
本
に
収
め
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
平
曲
譜
本
の
「
小
秘
事
」
の
重
要
資

料
と
し
て
影
印
で
紹
介
し
た
い
。

　

本
紹
介
に
関
し
て
山
口
県
立
山
口
図
書
館
よ
り
許
可
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
明
記
し
、
謝
意
を
表
す
る
。　

　

書
誌　
「
小
秘
事
（
し
ょ
う
ひ
じ
）」
写
本
一
冊
。
配
架
番
号
ナ
シ
。

　
　
　
　

表
紙　

紺
色
。
工
字
崩
し
・
雷
文
繋
ぎ
・
七
宝
の
菱
繋
ぎ
文
様
（
押
型
）。

　
　
　
　

外
題　
「
小
秘
事　

全
」（
表
紙
中
央
に
題
簽
。
銀
箔
散
ら
し
）。

　
　
　
　

内
題　
「
延
喜
聖
帝　

祇
園
精
舎
」（
扉
題
）。

　
　
　
　

料
紙　

斐
紙
。

　
　
　
　

装
幀　

袋
綴
。

　
　
　
　

表
紙
寸
法　

縦
二
六
、
○
糎　

横
一
九
、
○
糎
。　

　
　
　
　

本
文　

全
十
一
丁
。

　
　
　
　
　
　
　

漢
字
ひ
ら
か
な
交
じ
り
六
行
。
曲
節
の
名
、
墨
譜
あ
り
。
本
文
関
係
墨
譜
関
係
の
朱
筆
書
き
入
れ
あ
り
。　　

本
文
と
同
筆
か
。　

　
　
　
　

蔵
書
印　
「
防
陽
／
多
賀
宮
／
文
庫
」「
多
賀
大
宮
司
」「（
印
文
不
明
）」
…
い
ず
れ
も
朱
印
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
陽
」（
黒
丸
印
）。　
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備
考　

表
紙
右
肩
に
「
文
化
八
年
校
割
帳
御
改
之
外
」（
印
刷
）
の
紙
片
貼
付
。

　
　
　
　
　
　
　

扉
の
左
下
に
「
豊
田
𢮦
挍
」
と
墨
書
。
末
尾
に
「
武
刕
豊
田
𢮦
挍
傳
之
」
と
墨
書
。

朱
書
の
箇
所

　

二
オ　
（
２
行
目
左
）
…　

△　

○
延
喜
の
帝   
と
も
申
す
ト
モ　

△
（
左
側
の
墨
譜
は
黒
）

ト

　
　
　
　
（
２
行
目
左
）
…　

皇
シ　

　

二
ウ　
（
１
行
目
左
）
…　

イ
（
右
側
の
墨
譜
も
朱
）　

　
　
　
　
（
４
行
目
左
）
…　

―
下
さ
れ
き
ト
モ　

△　
　

　

三
オ　
（
１
行
目
左
）
…　
「
歳
十
三
に
て
父
」
の
左
側
の
墨
譜　

　
　
　
　
（
５
行
目
右
）
…　

強
吟
替　

　
　
　
　
（
５
行
目
右
）
…　

柔　

　

三
ウ　
（
２
行
目
右
）
…　

本
四
ユ
リ　

　
　
　
　
（
３
行
目
右
）
…　

同
（
こ
こ
も
「
本
四
ユ
リ
」
の
意
で
あ
ろ
う
）　

　
　
　
　
（
４
行
目
左
）
…　
「
怪
力
の
災
も
な
く
」
の
左
側
の
墨
譜　

　
　
　
　
（
４
、
５
行
目
左
）
…　
「
愁
を
き
か
さ
り
き
」
の
左
側
の
墨
譜　

　

四
オ　
（
５
行
目
右
）
…　

吟
替　

　
　
　
　
（
５
行
目
右
）
…　

強　

　
　
　
　
（
５
行
目
右
）
…　

柔
入　

　

八
オ　
（
４
行
目
右
）
…　

初
重　
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八
ウ　
（
２
行
目
右
）
…　

吟
替　

　
　
　
　
（
２
行
目
右
）
…　

強　

　
　
　
　
（
２
行
目
右
）
…　

柔　

　

九
ウ　
（
２
行
目
右
）
…　

本
四
ユ
リ　

　
　
　
　
（
２
行
目
右
）
…　

同　

　
　
　
　
（
４
行
目
左
）
…　

○ 
平
の 
○
（
右
側
の
墨
譜
も
朱
）
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